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レトロポゾンは viral superfamily と nonviral superfamily に分類されており，内在性レトロウイル




類の場合全ゲノムの 1%に及ぷと考えられている O その生物学的機能については，ある種のがん組織や
初期発生において高頻度に転写されているという報告はあるが，殆ど明らかにされていなし、。また染色





ルス， HERV-A と RTVL-H2 について，ヒト染色体中での分布様式の解析を行った。
先ず， 30 例のDNAについて調べたところ，大きな個体差は見られなかった。次にフローソートおよ
びモノクロモソムハイブリットを用いて 1""'22 ， X , Yの各々の染色体構造上の分布を調べた所，全染
色体中に分布していた。さらにこのうちの 10 種類の染色体に関しては，細胞生物学的に由来の異なる
ものを 2 種類またはそれ以上を組にして比較した。その結果 どの染色体においても著しい個体差は見




の integration site はよく保存されていることが示唆された。また，これらの特性により，各々の染色
体のバンドパターンは，染色体構造上の変異も含んだ核型認識に非常に有用であることが明らかになっ
fこO
論文審査の結果の要旨
本研究は，ヒト染色体において内在性レトロウイルスがどのように組込まれているかを，セルソーター
により単離した染色体や雑種細胞を用いて詳細に検討したものであるO これらの結果は，内在性レトロ
ウイルスの染色体マーカーとしての有用性を示し，またレトロウイルスの組込みと染色体進化との関連
性を考える上でも重要な知見を加えるものである。従って学位論文として十分価値のあるものと評価さ
れる。
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